
 八代工業高等学校（全日制） 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 

校訓「誠実」のもと、八代地域にある唯一の工業系学科の高校として、各種先端デジタル技

術を習得し、新たな価値や技術革新を産み出す県産業界で活躍できる創造的エンジニアの育成

を目指します。そのため、希望する進路実現に向け、実践的なキャリア教育を推進するととも

に、県内企業等との連携・協働により、新たな価値を創出する「コトづくり」に必要な力や、

ＤＸ社会に対応できる力を育む教育を目指します。 

 

２ 本年度の重点目標 

令和５年度教育スローガン「考え・気づき・動く～自ら考えることが気づきにつながり、行

動に一寸ずつの変化が生まれる。その積み重ねが成長へつながる。～」 

（１） 健全な心身の育成 

（２） 学力の定着向上と進路実現に向けた取組の充実 

（３） マイスター・ハイスクール事業の取組（完成年度） 

（４） 信頼される学校づくり 

（５）ＩＣＴの活用、校務整理と業務改善 

 

３ 自己評価総括表 
    評 価 項 
目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 大
項
目 

小項目 

学
校
経
営 

学校目標及び

重点目標の共

有 

・学校の教育目

標 及 び 本 年

度 の 重 点 目

標 の 周 知 徹

底 

・教育目標と重

点 目 標 を 説

明し､教職員

は９５％､生

徒・保護者は

８ ０ ％ 以 上

の 認 知 度 を

目指す 

・職員会議、全校

集会、ＰＴＡ総

会、学年保護者

会学校新聞等

で本年度教育

方針等の説明 

Ａ 

・学校評価アンケートの

結果は、職員が97.4％（前

年比-2.6P）、生徒89.7％

（前年比＋2.0P）、保護者

84.2％（前年比＋1.3P）で

あった。PTA総会や学年の

保護者会開催実施により

保護者の理解等が進んだ

と考える。 

 

業務改善 

 

 

 

 

 

 

 

・業務改善意識

の醸成 

・職員間の仕事

上の連携 

・職員アンケー

トによる計画

的な「校務の

工夫と超過勤

務削減への取

組についてで

きている」を

７０％以上 

・教職員の月平

均超過勤務時

間を30時間以

内 

・業務改善策の

取組 

・業務改善の意見

集約とやり甲斐

のある職場環境

づくり 

・科会及び部会、

委員会等で、職

員の帰属意識の

向上 

・業務改善の検討

と提案 

Ｂ 

・学校評価アンケートの

結果では、業務改善を意識

して校務に取組んでいる

が65.3％（前年比-2.7）で

あった。・月平均超過勤務

時間は36.35時間（12月ま

で）であり、目標は達成で

きていないものの、45時間

以内であった。 

・また、ICT機器を活用し

た職員朝会や職員会議等

の実施、アンケート等活用

により業務の改善が進ん

だ。 

 

組織の運用と

学校活性化 

・入学希望者定

員 確 保 へ の

更なる取組 

・職員による中

学 校 訪 問 や

中 学 生 向 け

の 説 明 会 へ

の出席 

・体験入学等の

説 明 内 容 の

工夫と充実 

 

・６月学校説明会 

・７月体験入学 

・１１月進路状況

報告 

Ａ 

・近隣中学校20校に出身

者の在校生を参加させ、マ

イスター・ハイスクール事

業の取組内容や学校生活

について説明を行うなど

工夫した。 

・体験入学では午前の部、

午後の部併せて332名（前

年度273名）の中学生の参

加があった。 

学
力

向
上 

生徒の学力向

上 

・自学の習慣  

 化 

・１日１時間

以上の自学 

・授業評価アン

ケートの実施 Ｂ 

・学校評価アンケート「自

学に取り組んでいる」にお

ける「そう思う・ややそう



思う」の回答率が62.7%（

前年比約＋17P）であった

ものの、その取り組みは十

分ではないと教員、保護者

も捉えている。資格・検定

に向けた課題など家庭で

行っていると感じられる。

資格・検定への学習意欲を

、教科の学習への自発性に

結びつくよう指導に工夫

を重ねる必要がある。 

・定期考査前の

学習指導 

・各学年の欠点

者 保 持 者 数

が １ ０ ％ 未

満 

・成績不振者対象

の期末考査前補

習を実施、各部

活動に考査前学

習会実施を呼び

かける 

Ｂ 

・学期末の考査１週間前

から補習課外等を実施し

対応することができた。 

教員の授業力

向上 

・授業見学の 

機会確保 

・公開授業週間

を年間で３回

設定し、各１

回以上見学 

・教務部で立案し

、学校全体で取

り組む Ａ 

・毎学期、計画実施するこ

とができた。他教科の授業

・実習は新しい気づきに

なるとの感想・意見がある

。 

工業分野に関

する知識と技

術の習得 

・技能検定及び

国家資格等へ

の挑戦 

・３年生の３０

％以上がジュ

ニアマイスタ

ーシルバーの

認定 

・工業各科を中心

に教務部、進路

指導部及び学年

が連携し指導機

会の確保 
Ｂ 

・前期申請者数94（昨年

130名）（後期は集計中）

特別表彰3名（昨年16名）、

昨年より減少したものの

マイスター・ハイスクール

事業をとおして新しい分

野の資格取得に成果を上

げている。 

・各種イベント

へ の 参 加 及

び 各 種 大 会

で の 上 位 進

出 

・地域と連携し

た「ものづく

り」 

・各種コンテス

トでの入賞こ

ども科学フェ

アの継続実施 

・地域への貢献

活 動 を 各 科

１回実施 

・大会出場者への

指導及び学校広

報活動を充実 

 

・地域のニーズに

即した課題の設

定及び研究を推

進 

Ａ 

・想像力、発想力、デザイ

ン力につながるコンテス

トへは７回（昨年7回）参

加し、つまようじタワーと

鉄道模型は上位に進出し

た。また、地域の課題解決

につながる研究活動では

県大会の上位に入賞した。 

キ
ャ
リ
ア
教
育(

進
路
指
導)

 

進路指導×Ｉ

ＣＴの加速度

的推進 

 

・進路活動にお

け る Ｉ Ｃ Ｔ

活用の充実 

・ ＩＣＴを活

用した進路

活動を全生

徒が１回以

上体験 

・ Chromebokを用

いて活動を行

う。 

Ａ 

・進路希望調査をはじめ、

企業視察等の事前学習に

ICT 機器を活用した進路

活動を行うことによって、

各学科に適応した活動を

実施することが出来た。 

・ＩＣＴを活用

し た 資 料 作

成 や 業 務 の

効率化向上 

・ ＩＣＴを活

用したデー

タ共有によ

るペーパレ

ス化を昨年

度比８０％

以上達成 

・ 学年会などChr

omebookを活用

し情報の共有

化を行う。 Ａ 

・３学年と進路指導部のG

oogleクラスルームを作成

し、企業情報等の情報共有

に役立てることができた。 

主体的な進路

選択の実現 

 

・ インターン

シップ活動

の改善と充

実化 

・ 事前の事業

所研究およ

び事後の紹

介ポスター

製作の実施 

・ インターンシ

ップにおける

本校のフレー

ムワークの再

構築 

Ａ 

・マイスター・ハイスクー

ル事業の企業実習で構築

したフレームワークを活

用し、インターンシップ実

施を導入できた。 

・定期的なガイ

ダ ン ス 実 施

に よ る 情 報

収 集 機 会 の

充実 

・進路ガイダン

ス お よ び 進

路 講 話 を 年

３ 回 以 上 実

施 

・ コロナ禍にお

いても実施で

きるようオン

ラインベース

で計画 
Ａ 

・マイスター・ハイスクー

ル事業による各学期１回

の産業講話の実施及び希

望参加のものも含め、７つ

のガイダンスに生徒たち

が参加している。 



生
徒
指
導 

問題行動、交

通事故等の未

然防止 

・特別指導及び

一 般 指 導 件

数 

 

 

 

・特別な指導件

数 の 昨 年 度

比 １ ０ ％ 減

少 

・携帯電話指導

の 昨 年 度 比

１０％減少 

・個々に応じた

特 別 な 指 導

計 画 の 作 成

と実施 

・携帯電話安全教

室、いじめ防止

講座、薬物乱用

防止教室の実

施 

・毎朝の登校指導

、日常的な生徒

指導の充実 Ｂ 

・全職員で登校指導を実

施し、生徒に対して声掛け

を行ったが、特別な指導に

ついては５件と昨年度よ

り１件（＋25％）増えた。

・また、携帯電話等の指導

についても生徒指導だよ

りの充実、安心安全メール

でも配信を行ったが、1 年

生を中心に 24 件と昨年度

に比べ２倍に増加した。・

規範意識等の向上に向け

て、計画的な生徒指導を実

施し、早期対応に向けて取

り組むことはできた。 

・交通事故発生

件数 

・交通事故件数

の減少 

・交通安全講話の

実施 

・県内における交

通安全情報の

提供 

Ｂ 

・交通事故は 16 件（前年

比＋１件）であった。近隣

地域からの苦情もあり、自

転車のマナーについて徹

底指導していきたい。 

問題行動や悩

みを持つ生徒

への対応 

・個々の生徒に

応 じ た き め

細 や か な 支

援 や 指 導 が

な さ れ て い

るか 

・課題を抱えた

生 徒 の 組 織

的 な 支 援 体

制の充実 

 

・生徒指導部会の

定期開催 

・いじめアンケー

トの実施 

 
Ｂ 

・教育相談部等と情報交

換を密に行い課題を抱え

た生徒に対して組織的に

対応することができた。ま

た、各学期いじめアンケー

トを実施し、いじめの早期

発見につなげることがで

きた。 

・教育相談部と

の 情 報 の 共

有、連携が取

れているか 

・特別な指導の

充実 

・ＳＳＷ及びＳＣ

、教育相談や特

別支援教育担

当と連携 

Ａ 

・課題を抱えている生徒

をＳＣ、ＳＳＷへ繋ぎ、カ

ウンセリングを行うこと

で情緒の安定をもたらし

た。ＳＳＷや専門医療機関

など含めた今後の対応や

指導上の留意点などの情

報共有を行うことができ

た。 

人
権
教
育
の
推
進 

研修の充実 

・人権感覚が深

まったか 

・校内・校外研

修への参加 

・校外研修日程の

周知徹底と推進

委員会での企画

立案と実施 

Ａ 

・八代地区人権同和教育

現地研修会などや、県人教

八代大会へ多数の教職員

が参加することができた。 

人権教育の充

実 

・全ての教育活

動にわたって

人権教育を実

施 

・人権教育に係

る、年間計画

の作成 

・人権教育推進委

員でＬＨＲ指導

案の原案作成 Ａ 

・２年生の水俣病を考え

る人権教育には、各クラス

においてワークショップ

等を実施するなど工夫を

した。 

・人権に係る講

演会を実施 

・人権教育推進委

員会での企画

立案と実施 
Ａ 

・就職差別や教職員の人

権感覚を磨くための研修

を計画的に実施すること

ができた。 



命を大切にす

る心を育む教

育 

・自他を尊重し

、お互いを思

いやる言葉や

態度を育成で

きたか 

・生徒の悩みや

不安を早期発

見 

・コミュニケー

ションスキル

の向上 

・いじめアンケ

ートにおける

、いじめや暴

力を受けたこ

とがある生徒

数の減少 

・教育相談週間を

学期ごとに実施 

・ソーシャルスキ

ルトレーニング

（ＳＳＴ）を継

続実施 

・毎月の人権標語

作成及びあいさ

つ運動の実施 

Ａ 

・担任・副担任・学科の職

員で、全ての生徒と面談を

実施でき、長期休業中の生

活の様子や今抱えている

課題などについて知るこ

とができた。また、forms

等を用いてＳＣ・ＳＳＷと

の面談希望調査を実施す

ることができた。・各学期

に１回ＳＳＴを実施でき

た。１学期は入学時の仲間

作りや多様な価値観の理

解、クラス内で互いに認め

合う関係作りについてキ

ャリアコンサル 20 名を講

師に招き実施できた。２学

期「アサーション」、３学

期「私の四面鏡」と自己肯

定感や自己表現を考える

きっかけとなった。 

・共助委員によるあいさ

つ運動を毎月担当者を決

めて実施した。・標語は共

助委員会で応募し、優秀賞

を受賞した標語を掲示し

た。 

い
じ
め
の
防
止
等 

いじめの未然

防止と適切な

対応 

・いじめの認知

件 数 と そ の

解 決 率 の 向

上 

・いじめアンケ

ート、スクー

ル サ イ ン に

よ る 情 報 収

集 

・いじめが起き

た 際 の 適 切

な対応（いじ

め 防 止 等 対

策委員会） 

・いじめ等に関

す る 情 報 共

有の強化（職

員間） 

・本校いじめ防止

基本方針に則

り、いじめ根絶

への取組実践 

・重大事態対応マ

ニュアルの整

備 

Ｂ 

・情報集約担当者を設置

し各学期のいじめアンケ

ートやスクールサインか

らの情報及び担任からの

情報などを職員間で共有

し、いじめに対しての対応

をほぼ迅速に進めること

ができた。 

地
域
連
携
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
等
） 

生徒・保護者・

職員による地

域連携 

・総合型コミュ

ニ テ ィ ー ス

ク ー ル と し

て 地 域 と の

連 携 体 制 の

構築 

・学校運営・教

育 活 動 教 育

課程の承認 

・スクール・ミ

ッ シ ョ ン の

承認 

・避難所運営マ

ニ ュ ア ル の

確認・改善 

・地域の課題へ

の 取 組 に よ

る 地 域 活 性

化 

・学校運営協議会

の開催（年３回

）による連携体

制の確認 

 

・地域住民の視察

による防災避

難訓練の実施 

・やつしろまちな

か美術館の取

組 

Ｂ 

・学校運営協議会では学

校運営への理解、地域課題

の共有などができた。今後

とも地域との連携体制を

構築していきたい。・市役

所の防災担当部署から専

門的な意見をいただくこ

とができた。今後は、地域

と連携した防災訓練のあ

り方等についても検討し

ていきたい。 

開かれた学校

づくりの充実 

・ＰＴＡ活動の

活性化 

・ＰＴＡ各種委

員 会 の 活 動

を 年 間 通 し

て(３回以上

)実施 

・各種委員長が企

画を立案し、役

員で協力し行事

に取り組む Ａ 

・学習進路、生徒指導、広

報の各委員会においては、

年度当初の活動を実施す

ることができたが、今後、

文化体育委員会について

は活動を検討する必要が

ある。 

・校内・外行事

の連絡徹底 

・学校行事の変

更や追加につ

いて、迅速に

対応し、保護

者への連絡の

徹底 

・HP、Mail等を活

用した連絡の周

知とFormsを活

用した意見の集

約 

Ａ 

・保護者連絡は、複数の連

絡ツールを使用したため、

連絡の徹底はできたと思

うが、その反面ツールの使

用練度に差があると思わ

れる。 



特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

マイスター・

ハイスクール

事業推進によ

る学校活性化 

 

・マイスター・

ハ イ ス ク ー

ル ビ ジ ョ ン

が 目 指 す 人

材の育成 

 

・生徒・職員等

へ の 事 業 評

価 ア ン ケ ー

トで「ある程

度」が８０％

以上 

・生徒全員がデ

ジ タ ル 技 術

関 連 の 資 格

の取得 

・県内企業への

就 職 割 合 ６

０％ 

・産業実務家教員

及び教師によ

るＴＴ授業、実

習（４００時間

） 

・企業、大学によ

る学科毎の専

門的出前授業 

・企業実習の実施 

・大学・企業視察

の実施 

・産業講話の実施 

・カリキュラム刷

新 

・エコシステム構

築 

・八代市、地元と

の連携 

Ａ 

・産業実務家教員から本

校職員への授業移行、合同

実習や合同授業等を中心

に約３００時間の授業や

実習、出前授業を行うこと

ができた。また、職員向け

の企業実習も実施し、知識

や技術の向上につなげる

ことができた。 

・企業実習は、昨年度の 22

社 1 校（72 名）から 41 社

1 校（109 名）に協力企業

を増やし、一人ひとりがテ

ーマを持ち、主体的に取り

組むことができた。県内企

業への就職率も約 57％

で、事業の成果がでてい

る。 

資格取得と部

活動による社

会を逞しく生

き抜く心身の

育成 

 

・朝は資格・検

定 に 向 け た

学習会、放課

後 は 部 活 動

に 励 む メ リ

ハ リ の あ る

学校生活 

・基礎基本を大

切に、凡事徹

底の実践 

・各種コンテス

ト入賞（３位

以内） 

・部活動各種大

会入賞（ベス

ト８以上） 

・生徒、保護者、

担当者との連

携（信頼と協力

）による指導強

化 

・顧問の指導力向

上（外部研修を

含む） 

 

Ａ 

・高校生ものづくりコン

テストで、化学分析部門が

九州地区大会優秀賞を獲

得した。熊本県工業高等学

校生徒研究発表会は奨励

賞を受賞。また運動部、文化

部ともに多数の部活動が九

州大会以上の出場権を獲得

した。 

・個々のレベル

アップを図り

つつ学校全体

としての意欲

高揚につなげ

る  

 

・リーダー研修会

を実施し、生徒

の自覚と自信

を深め、学校の

活性化に寄与

する人材を育

成 

・資格や大会内容

の紹介及び合

格や入賞結果

の報告 

Ｂ 

・リーダー研修会は縮小しつ

つも部活動生徒が全員参加

する新しい会の在り方で実

施された。コミュニケーシ

ョン力の向上を中心とし

て、学校のリーダーとして

の自覚を持たせる内容に

取り組んだ。資格や大会の

結果をＨＰやＩｎｓｔａｇ

ｒａｍにおいて情報発信を

行うことができた。 

保
健
安
全
環
境
の
管
理 

校内環境整備

の充実 

・環境に対する

責 任 あ る 行

動を実践 

・ＳＤＧsを考

慮 し た 学 校

版 環 境 Ｉ Ｓ

Ｏへの取組 

 

・可燃ごみ削減 

・ペットボトル廃

棄量の削減 

・環境系ボランテ

ィアヘの積極

参加 

Ｂ 

・ICT機器の活用等により

紙ゴミは昨年度と比較し

15％の減少。また、生徒会

によるマイボトル運動で

ペットボトルゴミ等も昨

年度より約20％減少した。

・環境系ボランティアに

は、「八代海・浜辺の大掃

除ボランティア」に約180

名の生徒が参加すること

ができた。身近な環境問題

に触れるよい機会となっ

た。今後はSDGsに係る取り

組みを実施していきたい。 



・校内安全管理

及 び 美 化 向

上 

・校内安全点検

の実施 

・美化コンクー

ル等の実施 

・職員及び生徒に

よる校内安全

点検の実施 

・生徒会による美

化コンクール

を年間２回以

上実施 

・部活動生徒によ

る清掃活動を

年２回以上実

施 

Ｂ 

・学期ごとの安全点検を

実施し、校内安全の向上に

努めている。美化コンクー

ルは2回実施することがで

き、校内美化向上につなが

っている。部活動生徒によ

る清掃活動は1回実施でき

た。 

心身ともに健

康な学校生活

の実現 

・健康診断結果

等をもとにし

た日常的な健

康管理の充実

と健康 

・心身の健康に

悩みを持つ生

徒の早期発見

と支援保健(

病気予防対策

等)啓発 

・生徒､保護者､学

校の連携徹底と

生徒情報共有化

、毎月保健だよ

り発行、外部講

師講話の実施 

・衛生委員会月１

回開催 

Ａ 

・毎月の保健だよりは、生

徒も身近な悩みや感染症

の防止等を話題にて生徒

たちにもわかりやすい内

容を発行した。また、安心

安全メール等も活用し生

徒、保護者と情報の共有が

できた。また、性教育講演

会は全学年、衛生委員会は

、月１回実施できた。 

特
別
支
援
教
育 

特別支援教育

の充実 

・個に応じた指

導の充実 

・必要な生徒の

支援計画、指

導 計 画 を 作

成し、適切な

支援の実践 

・学科、学年と連

携を図り全職

員共通理解に

基づく支援の

実施 

Ｂ 

・書類の作成や記入につ

いては協力的に作成して

もらうことができた。普段

の学校生活に生かせるよ

うに活用の方法は検討が

必要である。 

・家庭や専門機関

との連携 

Ｂ 

・今年度は、専門機関を通

しての進路の対象者がお

らず、連携は限定的だった

が十分に対応することが

できた。 

・発達障がい、

悩 み の あ る

生 徒 の 情 報

の 共 有 化 と

支援の実践 

・科会や学年会

か ら の 情 報

を 教 育 相 談

部 で 共 有 化

し 適 時 支 援

で き る 対 応

策の研究 

・生徒理解研修の

実施 

・ＳＳＷやＳＣ等

の活用及び専

門家による校

内職員研修の

実施 Ａ 

・学期に１回、生徒理解研

修を実施し、学習面や身体

面など課題を抱えた生徒

について、情報を共有する

ことができた。発達特性や

ＳＣ・ＳＳＷと学校の連携

について、職員研修を実施

した。ＳＣ・ＳＳＷは、発

達特性への正しい理解に

向けた職員への助言、生徒

面談や医療機関への受診

同行など職員や保護者と

連携して生徒支援を行っ

ている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４ 学校関係者評価 

（１）評価された点 
 ○生徒の進路保障として、就職内定率１００％を継続して欲しい。卒業生などの体験談を話

す機会も設けるなどの進路保障に取り組んで欲しい。 
 ○地域貢献に向けた学科の取組みを今後も引き続き充実させて欲しい。 
 ○防災教育等をとおして生徒に生きる力を身に付けさせて欲しい。 
 ○マイスター・ハイスクール事業実施をとおした人材育成は学校の特色化・魅力化につなが

っている。 
（２）課題及び助言 
 ○入学希望者の増加に向けた取組の工夫。 
 ○マイスター・ハイスクール事業の取組が指定終了後においても継承されるように努力して

欲しい。 

 

５ 総合評価 
○全体的に昨年度と比べ自己評価は高くなっている。特に、業務改善においては、様々な業務
において職員がICT機器を活用した取組みを実施し、業務の効率化につながっている。学校評
価アンケートの結果でも意識改革が進んでいる。 
○産学官一体となった人材育成の取組みであるマイスター・ハイスクール事業については、工
業科を中心に普通科教員も巻き込みながら事業３年目の取組みを力強く進めることができた。
次年度以降に向けた各学科・学校の目標・人材育成像を明確にしつつある。 
○コロナ禍において、保護者はじめ地域社会への情報発信が進まない面もあったが、学校公式
インスタグラムや一新した学校ホームページ、学校案内パンフレットの刷新等の多くの取組み
により、令和５年度の入学生は昨年度に比べ増加している。 
○課題を抱える生徒が年々増加しているが、生徒指導部、教育相談、学科等の連携を強固にし
て組織として対応する事ができた。 
○生徒の学力向上については、自学に取組む生徒の割合が昨年度に引き続き低く、ICT機器の
活用も含め、全体的な学力向上と生徒の多様化に対応する個に応じた学習指導を充実させてい
く必要がある。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
○生徒及び保護者、全ての教職員がスクール・ミッション、学校目標を共有・理解し、カリキ
ュラム・マネジメントを働かせた教育課程、日々の教育活動を実践していくための組織体制を
整えていく。 
○多様化する生徒への丁寧な対応及び対応のための体制づくり。 
○令和６年度以降を見据えたマイスター・ハイスクール事業継続のための学校体制づくり。 
 

 


